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●共同募金とサロン活動
●令和２年度歳末たすけあい事業申請案内
●令和元年度事業活動と決算のあらまし
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●県央地域初の市民後見人が誕生
●ご芳志ありがとうございました
●ボランティアセンターだより
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水戸市社会福祉協議会（社協）は、誰もが安心して自分らしく暮らせる「福祉のまちづくり」を進めています

今年度は新型コロナウイルス感染防止のため、
金婚祝賀会の開催に代わり、

プロのカメラマンが撮影する記念写真をプレゼントいたします。

《記念撮影をご希望の方は…》

金婚を迎えるご夫妻にとって
大切なこの年に…

写真イメージ

写真サイズ　約17.5×12.5㎝（キャビネサイズ）
白い台紙に入れて、祝詞を添えてお渡しします。

◆該 当 者　　昭和45年に結婚し、令和２年１月１日現在、市内に居住するご夫妻
◆撮 影 日　　11月、12月の指定日（撮影日時をご案内いたします）
◆撮影場所　　市内の指定会場（感染予防対策を徹底してお迎えします）

申込方法
❶郵便番号、住所　❷お住まいの小学校区
❸ご夫妻の氏名（ふりがな）　
❹年齢　❺電話番号　❻結婚年月日
❶～❻をご記入の上、ハガキまたはFAX
でお申込みください。
※FAXを送られたあと、お手数ですが
　確認のお電話をお願いします。

申込期限
令和２年10月14日（水）

＊お申込みをいただいたご夫妻には、撮影日時、
撮影会場などの詳細を記した案内状をお送りい
たします。

【申込・問合せ先】  
　 〒311-4141　水戸市赤塚1-1
　 水戸市社会福祉協議会　地域福祉推進係
　 電話 029-309-5001   FAX 029-309-5525



　　赤い羽根共同募金の助成金は、各種事業に活用されています。

赤い羽根共同募金が10月1日から始まります〜ご協力お願いいたします〜
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浜田ふれあいサロン（主催：浜田支部）
　浜田ふれあいサロンは、平成31年４月からはじめたサロンです。参加者
に楽しんでもらうために支部役員がそれぞれ積極的に企画を考え、今まで
に郷土かるたやオセロ大会、浜田地区の歴史を勉強したりしてきました。
最後に昔の歌をみんなで歌うことを楽しみにしている参加者が多いとか。
　主催者の天野支部長は、「毎月第４月曜日に開催しています。女性の出席者
が多いサロンなので、男性の方にもっと参加してほしい」と話されていました。
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問合せ　竹隈市民センター
☎029–231–2045

～募金にはさまざまな種類があります～
戸別募金（各世帯）／法人募金（法人・企業・篤志家）／学校募金
（市内学校・施設）／職域募金（職場での募金）
その他（街頭・募金箱・イベント等）

茨城県内でのつかいみち
社会福祉施設の整備／社会福祉
団体・NPO法人などの地域福祉
活動／災害支援のための準備金
　など

水戸市内でのつかいみち
高齢者、児童青少年、障害者（児）
団体への助成／ボランティア連
絡協議会への助成／社協支部活
動助成／サロン活動助成　など

赤い羽根は地域福祉活動に
役立てられています



　　赤い羽根共同募金の助成金は、地域福祉の推進に役立っています。
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令和2年度 歳末たすけあい事業（援護金助成）の申請案内
　令和2年度歳末たすけあい募金の中から、在宅で援護を必要としている世帯に対して援護金を助成します。
下記内容をご確認の上、申請してください。（自己申請による助成です）

1	 申請受付期間／令和2年9月1日（火）～9月30日（水）（期日厳守のこと）

2	 申請書の提出及び問合せ／必要書類を添えて直接持参するか、または郵送（期限必着）してください。
	 ※書類不足や助成条件に該当しない場合は助成されません。

〒311-4141　水戸市赤塚1-1　水戸市社会福祉協議会 地域福祉推進係　☎029-309-5001

3	 助成の時期・方法／令和2年12月中に、原則口座振込みにて助成します。

4	 助成対象世帯／在宅で、次の（1）と（2）の両方の条件に該当している世帯（※生活保護世帯を除く）
	 （1）	9月1日現在で水戸市内に6か月以上居住し、世帯全員の市民税が非課税であり、世帯の月額収入が下表

の収入基準額表に定める基準額以下であること。
	 　 収入基準額表（7人以上の場合は1人増えるごとに、60,000円を加算する）

世帯人員 1　人 2　人 3　人 4　人 5　人 6　人
基 準 額 127,000円 194,000円 264,000円 334,000円 409,000円 467,000円

	 （2）	次にあげる世帯条件のいずれかに該当する世帯（ただし、2つ以上の該当がある場合でも申請はいずれか
一つです）

	 　 ①満65歳以上のひとり暮らし高齢者
	 　 ②満65歳以上のねたきり、または認知症高齢者のいる世帯
	 　 ③義務教育で準要保護の認定を受けている世帯、または特別支援教育就学奨励費支弁区分
	 　 　1段階の認定を受けている世帯
	 　 ④	重度障害者のいる世帯で身体障害者手帳1級（聴覚障害者は2級）、または療育手帳Ⓐ、A並びに精神障

害者保健福祉手帳1級の交付を受けている者がいる世帯
	 　 ⑤未就学児のみを養育している母子父子世帯
	 ※対象となる方が施設入所や長期入院（6か月以上）などの理由で在宅でない場合は対象外です。

5	 申請書類
〈申請に必要なもの〉 〈援護金助成申請書を置いている施設〉

○援護金助成申請書（別紙様式第1号）
○	世帯全員分の令和2年度市民税（非）課税証明書（平成31
年1月1日～令和元年12月31日の証明）
○	「準要保護世帯」は準要保護児童生徒認定通知書のコピー
○	「特別支援教育就学奨励費支弁区分1段階の認定を受け
ている世帯」は支弁区分決定通知書のコピー
○	「重度障害者のいる世帯」は障害者手帳のコピー（氏名・
等級がわかる部分）
○振込先通帳のコピー（表紙の内側）
※助成条件と提出書類をご確認の上、申請してください。

①水戸市社会福祉協議会
　赤塚事務局（赤塚1-1ミオス2F）	河和田事務局（河和田町123-1）
②いきいき交流センター柳堤荘　　（本町1-3-28）
③いきいき交流センターあかね荘　（石川2-4094-1）
④いきいき交流センター葉山荘　　（千波町1677）
⑤いきいき交流センター長者山荘　（渡里町3201-3）
⑥いきいき交流センター常澄　　　（大場町472-1）
⑦いきいき交流センターふれしあ　（吉沢町850）
⑧いきいき交流センターあじさい　（末広町2-3-13）
⑨水戸市福祉総務課　　　　　　　（中央1-4-1）

※	助成申請書は水戸市社会福祉協議会ホームページ（http://www.mito-syakyo.or.jp）からもダウンロード
できますのでご利用ください。



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。

収入の部 支出の部

決算のあらまし

生活支援事業
813,817,623円（43.8%）

受託金収入
・国受託金収入
・都道府県受託金収入
・市町村受託金収入　他
1,244,499,828円（59.9%）

その他の収入
・受入研修費収入　　　　・退職手当積立基金預け金差益
・利用者等外給食費収入　・受取配当金収入　他
48,819,913円（2.3%）

施設整備等による収入・その他の活動による収入
・施設整備等寄附金収入　・積立資産取崩収入等　他
88,870,082円（4.3%）

事業収入
・介護保険事業収入　・保育事業収入
・就労支援事業収入　・障害福祉サービス
・老人福祉事業収入　 等事業収入　　　　他
241,380,653円（11.6%）

繰越金
・前期末支払資金残高
310,465,135円
（14.9%）

寄附金収入
6,027,461円（0.3%）

補助金・分担金収入
80,035,253円（3.8%）

会員会費収入
27,137,000円（1.3%）

共同募金配分金収入
33,957,271円（1.6%）

総務管理・企画広報等
312,557,969円（16.8%）

就労支援事業
301,958,063円（16.2%）

地域福祉推進事業
244,313,820円（13.1%）

共同募金配分金事業
38,772,636円（2.1%）

相談支援事業
148,188,606円（8.0%）

支出合計
1,859,608,717円

収入合計
2,081,192,596円
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令和元年度の決算及び事業報告
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お詫びと訂正
　みんなのしあわせ6月15日号3ページ中「入浴施設の
ご利用」の料金に誤りがありましたのでお詫びして訂正
いたします。

◯誤	10回分（700円の回数券もあります）
↓

◯正	7回分（500円の回数券もあります）
　誠に申し訳ございませんでした。



　　皆さまより集められた社協会費は、「福祉のまち水戸」の実現のために活用されています。
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事　　業　　報　　告

災害ボランティアセンター

雇用安定等事業運営連絡会議
（水戸地区障害者就業・生活支援センター）

詳しい事業報告はこちら➡
一時預かり事業所
�あかつかスマイルキッズ

・�会員会費の募集
・�支部活動の推進
・�生活支援体制整備事業
　（水戸市高齢者生活支援サポーター養成研修等）
・�第46回金婚祝賀会の開催
・�敬老会の開催
・�愛の定期便事業
・�老人福祉センターの運営（7施設）
・�第21回ふれあいのひろばの事業補助
・�心配ごと、結婚相談所
・�歳末たすけあい援護事業
・�ふれあいサロン、子育てサロン助成
・�共同募金運動の協力
・�水戸地区社会福祉法人連絡会
・�ボランティアセンター
・�災害ボランティアセンター
・�法人化50周年記念事業

高齢者や障害者などの在宅で生活する方々のあら
ゆる相談業務を行いました。
・�水戸市障害者生活支援センター
・�水戸地区障害者就業・生活支援センター
・�生活困窮者自立相談支援室
・�権利擁護サポートセンター

各施設の運営を行いました。
・�身体障害者就労支援施設のぞみ
・�知的障害者就労支援施設はげみ
・�知的障害者就労支援施設みのり
・�就労支援事業所あかつか
・�就労支援事業所水戸市リサイクルセンター

・�会議等の開催（理事会・評議員会他）
・�広報紙「みんなのしあわせ」の発行
・�ホームページやSNSを活用した広報活動
・�法人化50周年記念事業の実施

各施設の運営を行いました。
・�身体障害者生活支援施設いこい
・�福祉作業所むつみ
・�身体障害者福祉センターつどい
・�開江老人ホーム
・�障害者教養文化体育施設水戸サン・アビリティーズ
・�老人デイサービスセンターあかつか
・�身体障害者デイサービスセンターあかつか
・�一時預かり事業所あかつかスマイルキッズ
・�在宅福祉サービスセンター
・�介護保険認定調査室
・�訪問サービス事業所みらい

就労支援部門

総務企画部門

生活支援部門

地域福祉部門

相談支援部門



　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。
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地 域 福 祉 の 展発 と 福 祉 人 材 の 育 成 を 目 指 し て

　令和２年６月、一般市民による「市民後見人」が県央地域で初めて誕生しました。
　成年後見制度は、認知症、知的障がい、精神障がい等の理由によって判断能力が十分でない方の
財産管理や契約等を本人に代わって行うことによって、不利益が生じないよう支援する制度です。
成年後見人等は家庭裁判所に申立て、選任されます。
　これまで、成年後見人等には、親族、弁護士・司法書士・社会福祉士等の専門職が家庭裁判所か
ら選任されてきましたが、親族後見人の減少や専門職の受けられる件数にも限界があり、新たな担
い手として「市民後見人」の誕生・活躍が期待されていました。
　市民後見人は、同じ地域に住む市民として身近なところで本人に寄り添い、きめ細かな対応がで
きると期待されています。
　市民後見人に選任されたのは、県央地域の連携市町村と平成30年度に開催した「市民後見人養成
講座」を修了し、その後日常生活自立支援事業の生活支援員等として実務経験を重ねた方です。
　今後、水戸市社会福祉協議会では、市民後見人の後見監督人として、支援をバックアップしなが
ら、本人の意思決定を尊重し、本人らしい生活を支援することに努めてまいります。

　７月21日（火）、水戸市社会福祉協議会では、常磐大学と常磐短
期大学との包括連携協力に関する協定を締結しました。この連携
では、学生に対して福祉に関する学習機会や地域で活躍できる場
を提供するとともに、社協にとっては、大学への講師派遣や学生
ボランティアの活用などを行うことで、地域福祉の発展と福祉人
材の育成に繋がることを期待しています。
　今後、実際に学生が地域で活躍している様子をご紹介していき
たいと思います。

（登録に必要なもの）
①独身証明書（本籍地の市町村窓口で取得できます） 
②写真（全身立像）タテ12㎝×ヨコ8㎝　※写真館で撮影したもの
③申込料2,000円（市外の方3,000円）

結婚相談
みとマリ

みとマリッジセンター（みとマリ）
では、人生のパートナーに出会
うお手伝いをいたします。
（秘密厳守）

日　時　毎週土曜日（祝日を除く）  13時〜15時受付
場　所　水戸市福祉ボランティア会館  水戸市赤塚1-1  ミオス2階
問合せ　水戸市社会福祉協議会　電話 ０２９-３０９-１００１

心配ごと
相 談

あなたのあらゆる心配ごとや悩みご
との相談に無料で応じます。当日受
付順に相談をお受けします。
（電話相談不可）

日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　13時〜15時30分受付

場　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　水戸市赤塚1-1　ミオス2階

問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　電話  ０２９-３０９-５００１

常磐大学協定締結式

問合せ：権利擁護サポートセンター
　　　　☎029–309–5001

成年後見制度の詳細はこちら➡

http://www.mito-syakyo.or.jp/sudan/kouken.html

市 民 後 見 人 誕が 生 県央地域初!!



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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編 集 後 記

使用済切手・プリペイドカード類・物品等
水戸更生保護女性会�/�水戸市北部高齢者支援センター�/�後藤謙一�/�水戸市障害福祉課�/�岡崎彪志�/�外岡健夫�/�松崎・長南法律事務所�/�
戸田産業㈱�/�高橋征子�/�大澤明美�/�㈱匠建築研究室�/�（一社）MIJW～水戸発夢を叶えるプロジェクト～�/�音訳ボランティア「こだま」�/�
高次脳機能障害友の会・いばらき県北集会�/�後藤正和�/�隊友会　水戸支部�/�橋口恵美�/�水戸友の会水戸方面�/�ばるーん・レインボー�/��
田鍋悦子�/�水戸市介護保険課�/�和知商事㈱�/�手話サークルたんぽぽ�/�宮下かし子�/�石川市民センター�/�あおい玩具㈱�/�社協　緑岡支部�/�
NPO法人ハッピーリレーいろいろ�/�シルバー人材センター手芸サークル�/�たまり場かねた�/�ブランドチケットイーリス�/�極楽湯　水戸店�/
清藤光子�/�全国国民年金基金茨城支部�/�冨岡ゴム㈱�/�加藤瑞穂�/�外池ヒロ子、橋爪悦子�/�舟幡智子�/�
富田栄�/�布の花�/�茨城歌人会�/�（公社）茨城県看護協会�/�双葉台（松）高齢者クラブ�/�川井忠�/�
㈲カネミツ商会�/�㈱カワスミ�/�池田武男�/�エキスパート㈱�/�園部美喜子�/�勝村規子�/�真下寿宣�/
水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会北部支部�/�冨田貢�/�（一財）水戸市商業・駐車場公社�/�
ときわふれあいでんわの会�/�サークル・点心�/�㈱水野安吉商店�/ 石の老舗こしば�/�
水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部�/�根岸登志子�/�混声合唱団コール水戸�/��
ふれあいクラブ�/�荻沼いさ子�/�朗読ボランティアコスモス�/�S32年度赤塚中学校卒業ポプラの会�/��
茨城県労働者福祉基金協会�/�水戸市保護観察所社会貢献活動係�/�みどり幼稚園父母の会�/�第一生
命保険㈱水戸支社水戸西営業オフィス�/�野沢晴夫�/�吉田地区女性会�/�モリシタ化学産業㈱�/�下野
ソフトバレー�/�雑賀大介�/�市毛充�/�第一生命保険㈱水戸支社水戸職域営業オフィス�/�大槻義光�/��
公益社団法人　水戸青年会議所�/�水戸要約筆記サークル萠�/�茨城県社会保険労務士会�/�ボーイス
カウト水戸第4団�/�石川げんこつの会�/�石川小PTA�/�小泉不二夫�/�㈱フジテック�/�飯村素�/�堀原
女性会�/�石川邦博�/�城東ふれあい電話にじの会�/�園部満�/�上野佳子�/�水戸市保健推進員城東支部　
水戸市シルバーリハビリ体操東部支部�/�阿部建設㈱�/�水戸市学校給食センター�/�山本外喜男�/��
小栁万里子�/�池田洋子�/�川村和雄�/�水戸市下市郵便局�/�城東女性会�/�照山芳樹�/�大木泰子�/
石川邦博�/�田口三智子�/�藤橋よし江�/�関根峰生�/�NPO法人SPCネットワーク東関東支部�/
セブンーイレブン・ジャパン�/�田中由美子�/�水戸市総務法制課�/�石川則夫 MIJW様

セブンーイレブン・ジャパン様

大槻義光様

編　集　�水戸市社会福祉協議会広報紙編集委員会
発　行　�社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　�〒 311-4141　水戸市赤塚1-1
　　　　�（水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　�TEL�029-309-5001��
　　　　�FAX�029-309-5525
　　　　�URL��http://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　�E-mail��syakyo@mito-syakyo.or.jp

　突如起きた新型コロナウイルス感染症、毎
年起きる大雨や地震などの自然災害、私たち

は日々自分の命を守る行動が必要です。と同時に、困った人たち
に対して自分は何が出来るのかを考えなくてはならないと思いま
す。コロナ禍の中、義援金を送ったり募金をすることはとても有
意義です。各世帯からの日赤募金や共同募金、歳末募金は困った
人に配分されています。一人ひとりの少しのお金ですが、みんな
で出し合い助け合うという昔からの知恵です。自治町内会の加入
が減っていますが、助け合いの気持ちをみんなで再認識し、募金
への理解を広げていきたいと思います。� （林　由香里　記）

〈食品等をいただきました〉

〈マスクをいただきました〉

〈 〉ノベルティグッズを
いただきました〈 〉カレンダーを

いただきました〈 〉マスクを
いただきました 〈 〉スイカを

いただきました

第一生命水戸西営業オフィス様第一生命水戸職域営業オフィス様水戸市青年会議所様

御寄付は福祉施設等に有効に活用させていただきました。
水戸市社会福祉協議会
令和2年5月～7月受付分（敬称略・順不同）

寄付金 （社会福祉事業に）
池田洋子�/�日新健商㈱�/�匿名２件� （令和2年度7月末累計額　129,988円）



（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
http://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～12：00  13：00～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

育てよう　みんなの幸せ　思いやり

令和2年（2020年）9月15日号

　ボランティアセンターでは、8月8日（土）に夏休み親子チャレンジボランティア体験講座
「学ぼう盲導犬（アイメイト）」を小学4～6年生の親子７組14名の参加により開催しました。
　講師は、茨城アイメイト支援の会代表稲村洋志氏をはじめ、アイメイト支援の会ボランティ
アの皆様にご協力いただき、アイメイトについてDVD視聴と、アイメイトユーザーからは、
日常生活におけるアイメイトとの関わりのお話を聞きました。ふれあいタイムでは、実際
に犬に触れ、盲導犬の育成に関わるボランティア（繁殖犬・飼育犬・リタイア犬奉仕）からア
イメイトの役割を学びました。
　今年は、新型コロナウイルスの影響で歩行体験は中止となりましたが、受講者からは、「こ
の環境下で困っていること、視覚障害者への無理解からくる偏見に気づくことができ、大
変有意義な経験をすることができた。」、「飼育犬・リタイア犬奉仕などのお話が聞けてよかっ
た。」などの声をいただき、講座をとおして盲導犬（アイメイト）の仕事の大切さや接し方な
どを学び、理解を深めることができました。

　地域活動ボランティア養成講座として「園芸ボランティア養成講座」を開催します。
　福祉施設等花壇の整備など園芸を通して気軽にできる活動により、居場所づくりやボランティア活動のきっ
かけとしていかがですか。
●日　時　10月30日（金）　10：00～15：00
●内　容　講話「園芸の基礎とボランティア」・実技　寄せ植え、花壇づくり
●場　所　水戸市福祉ボランティア会館（赤塚1-1ミオス内）
●定　員　15名
●受講料　1,000円
●申込み　電話（☎029-309-1011）またはＦＡＸにてお申込みください。（※1・※2）
【指　導】　結いのはな
※1　広報みと（10/1号）、本会ホームページ等でも募集をします。
※2　募集受付　10月８日（木）～　定員になり次第締切　詳しくはボランティアセンターまで

ボランティアセンターでは、mitoこどもボランティア隊のメンバーを募集しています。
小学生でボランティア活動に興味がある方、みんなと一緒に活動しませんか？

●活 動 日　月に１回程度の活動（土・日曜日や冬休みの平日など）
●活動内容　市内で行われるイベントのお手伝いや、花植え、赤い羽根募金活動等
●対　　象　水戸市内に居住する小学生で定期的に参加できる方
●参 加 費　無料（※ボランティア活動保険の加入、活動時に交通費等の自己負担あり）
●申 込 み　ボランティアセンター（☎029-309-1011）まで

夏休み親子チャレンジボランティア体験講座
「学ぼう盲導犬（アイメイト）」を開催

園芸ボランティア養成講座参加者募集！

【協力：茨城アイメイト支援の会】

花植えボランティア活動

mitoこどもボランティア隊　メンバー募集！


